
若林町秋祭り 10月中旬
若林町

太川神社 7月中旬
南太子堂

杵築神社
佐堂町

穴太神社
宮町

栄親会町会 7月中旬
本町

許麻神社7/18・19
久宝寺

八尾神社 7月中旬 
本町

木戸町内会
(八尾神社)

7月中旬
東本町

長柄神社跡(矢作神社) 7月下旬
東本町=東郷夏祭り保存会

渋川天神社 7月中旬
渋川町

矢作神社 7月下旬
南本町=別宮・今井・成法寺
　　　　   今井祭り保存会
高美町4丁目子供会

渋川神社7/25・26
植松町・安中町・陽光園・
永畑町・南植松町

加津良神社
萱振町

由義神社
八尾木

御劔神社 10月中旬
刑部

弓削神社 7月中旬・10月中旬
　東弓削 

稲生神社
天王寺屋

杵築神社 7月下旬
老原(東老原)

比枝神社 7月下旬
相生町

白山神社
老原(西老原)

御劔神社
老原(南老原）

神剱神社 10月下旬
田井中

樟本神社 10月中旬　　
南木の本

樟本神社 10月中旬
木の本

　　 北木の本子供会 
　　　　（樟本神社）
　　　　　　　 北木の本

太田八幡宮 10月中旬
太田=北町・巽町・田中町・西川町・東町・免田町

寶殿神社 10月中旬
沼

太田新町秋祭り
太田新町

西郡天神社 10月下旬
泉町=西郡

三十八神社
福万寺 10月中旬

式内御野縣主神社 10月中旬
上之島町南

式部御野縣主神社 7月下旬
東山本町=万願寺北  

八阪神社 7月下旬
西山本町

山本八幡宮
山本町

熊野神社 7月中旬
楽音寺

玉祖神社 7月中旬
大竹・水越・神立・
千塚・大窪・服部川・
郡川・黒谷・垣内都夫久美神社 7月中旬

　　　　　　　　水越

中高安台町会子供の夏祭り 7月中旬
大窪

佐麻多度神社 7月中旬
山畑

服部川八幡宮
7月中旬
服部川

熊野権現社
7月中旬
黒谷

岩戸神社(天照大神高座神社) 7月上旬
　　　　　　　 教興寺

恩智神社 8/1
恩智・神宮寺

八幡神社 7月下旬
東山本=万願寺中

八尾木西第２町会夏祭り 7月中旬
八尾木１丁目

八王子神社7/23
神宮寺

弓削神社 9月下旬
弓削町

柏村稲荷神社 10月中旬
柏村

新家町秋祭り 10月下旬
新家町

二俣祭り 9月初旬

二俣=志紀東保存会

牛頭天王社
郡川

賀茂神社
大竹

近鉄
久宝寺口駅

※荒天などにより中止や日程変更になるところもあります。

　「やおの 祭 まっぷ 2025 春号」に寄せて

　日本の祭りの始まりは「祇園祭」だと言われています。1150年以上も昔、京都で伝染病が流行し、多くの人々が命をなくし

ました。それが神様の祟りだと言われるようになり、それを鎮めようと「やま」や「ほこ」を引いたのです。八尾でも千年

以上も前に神の力で疫病や禍（わざわい）を鎮めようと、大阪の住吉神社まで神輿の巡行が始まりました（恩智神社）。

神輿の前を太鼓の音で邪気を祓い清めるふとん太鼓が巡行するようになったのは江戸時代中期からです。

　ふとん太鼓やだんじりが登場する八尾の夏と秋の祭り。ふとん太鼓だけ、だんじりだけの地域もあります。神社に1台と

いうわけでもなく、何台も宮入りする地域、その後に町会や子供会で所蔵している地域もあります。２６年前から毎年作成

してきた“祭 まっぷ”に載っているように、ふとん太鼓の数・だんじりの数だけ祭りの数があると言えます。

　ふとん太鼓やだんじりの祭りを知らせる街道の幟（のぼり）、太鼓の音、揃いのはっぴの担ぎ手達。巡行や宮入に集まる

人々。それぞれのまちで守られてきた伝統を受け継ぎながら「自分のまちの祭りが一番！」の“八尾の祭り”は、世代を

超えて楽しまれています。

　「ドンデンドーン」と響く太鼓の響きや叩き方・「ヨイヤッサージャー！」の掛け声は地域により少しずつ違いがあります。

ふとん太鼓やだんじりの“八尾の祭り”を、八尾で、毎年の“祭 まっぷ”を見ながら、体感して楽しんでください。

  やおの祭まっぷ 2025 春号  発行日　2025.3.31

発行：八尾市　観光・文化財課

企画･制作： NPO法人　HICALI

編集：“八尾の祭り”を楽しむ わくわく実行委員会 
“八尾の祭り” を楽しむ  
わくわく実行委員会
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摂津名所図会 (1796 年 -1798 年 ) に
描かれたふとん太鼓のお祭りの様子

住吉神社 7月下旬
東山本=万願寺南･新家
東よつば会

凡  例

ふとん太鼓

だんじり

まくら太鼓

みこしのみ


